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卒業生諸君に
一一 職業のもつ倫理Kついて 一一一
人は日日働いている。 人聞が生きていると言いうる
のは，日日休みなく働いているからである。 それは，
心臓が鼓動している，呼吸が行われているということ
と同じ意味K拾いてではない。 人間の働きは， それ自
体にないて，自覚的であるし，働くかぎbにないて生
きているというところに，人間の特質がある。
例えば，定年制のととが今日問題となっている。
しかし， 定年制という社会制度は，定年以後働かなく
ともよい ζとを意味してはいないであろう。 また定年
後なな人が職を求めるのは，単�jo＂＞金を得たいという
ととだけKよるものでもなかろう。 働くととのヰに喜
びがあb，生きがいが感ぜられるからである。 との点
から見れば，社会保障制度の一層の整備充実を図るこ
とも大 切だが，働くととが生涯保障される社会制度を
確立することの方がよb大 切な問題だと言わなければ
ならないのである。
ところで，働くということは，生活K即して考えれ
ば，それは，職業をもっということKなる。 しかも職
業は，それに従事する人Kとってはまた生活の糧を得
るための手段であるかもしれない。 しかし， 職業は，
更には他の八人の生活・生存を支えるという役割を担
っている。 大工は，家を建てるととに沿いて，医師は
病気を癒すことにないて報酬 を得ているo しかし，新
しい家に住む人は，そこに住みえた喜びを感ずるはず
だし，健康を回復した人は， 健康であるととを大事K
しながら，日日の営みに励むであろう。
以上のどとく見てくれば，営利の追求は，深く倫理
κ支えられてのものであるととが自ずから明らかKな
人 文学部 長 本 田 弘
るはずである。 そして職業がかような倫理に支えられ
ていることは， ヨーロッパに沿いて， 16世紀頃すでに
言われていた。 足利幕府の終わb近く，斉藤道三で知
られる戦国時代の頃である。 隣人愛K結びついた公共
の福祉の思想、が資本主義の繁栄をもたらしたというも
のであるO 人類の歩みの中からかような面を刻扶した
人として，マックス・ウェパーがあることは，卒業生
諸君もまたよく承知しているととであろう。 しかし
科学技術と分業とが著しく進んだ現代社会K沿いて，
多くの職業からとの倫理が失われ，職業が単に営利の
追求のみに堕してしまっていること，そしてそ ζK今
日の人類がかかえる最も恐ろしい危機の存在する ζと
もあわせて指摘されている。
自分が携わる職業が，社会にとってまた自分の人生
にとってどんな意義をもつのか，そのととを顧みると
となく，ただ賃金のためだけK働くととのヰK，生き
がいや幸せがあるはずはなかろう。 しかし，かような
事態は， 技術化とか業とが益益進みつつある今日一層
顕著であるととも， また残念ながら確かなことである。
それだけに，とれからの自分の人生を築いていとう
とする卒業生諸君の前途は愉しく， 困難もまた大きい
と言わなければならない。しかしながら，困難がいか
K大きく そζK様様な曲折が存するとしても，自分
K妥協することなく，諸君の従事する職業がどのよう
な仕方Vてないて庶民一人一 人の生活と結びつ同ている
かを的確に見極め， 思いをそこにも寄せながら，知識
を豊かにし，技を磨くととKたゆまず励まれることを，
私は卒業生諸君K期待しているO
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〔本稿は， 昭和 56年 1月15日発行の富山県牛小企業家 牛小企業家同友会全国協議会機関紙K転載されたもの
同友会機関紙「富山同友」 （ 第6 号） vc掲載し， また を一部加筆修正したものである。 〕
ご健闘を祈る
教 育 学 部 長 大 沢 欽 治
卒業生諸君は， 将来教師Kなろうと志して教育学部 本学Kも何度かな迎えした， Q.F.ポルノー博士の「教
に入学され， 以来四か年の間K， 学問研究や教育実習 員養成の理論と実際」と題する論文に接しましたが，
などの修業を積まれ， ととK壁雪の功なって， いよい
よ学窓を巣立っていかれるととtてなりました。
私は満腔の祝意をとめて＜::t－，めでとう＞と申し上げ
ます。 諸君の胸ヰはさぞかし感慨深いものがありまし
ょうが， それKもまして御両親の台喜び如何ばかりか
と推察いたします。
きて， 現今の世界情勢は相変わらず激動しつつあり，
平和K向って未だ前途多難な様相を呈しています。 経
済大国Kまで成長した日本は今や世界の驚意のまとK
そのヰで「教師たるものは， 彼のすべての伝えるべき
知識と熟練を超えて， 一人の人間性への教育者である
ときにのみ彼の天職の課題を果たすのです。 人間たち
をうつろな動物的存在の状態、から目覚めさせ， 人間K
ふさわしい自由な生活へ導 くのが彼の大きな白標です；j
と述べられ， さらK， プロイ センK古くから伝わる教
員養成上の合言葉＜実践から得られる， 実践のための
理論＞というととの大 切さを力説してなられます。 つ
まり教育研究が教育実践研究と純粋在学問研究との二
なりましたが， とれがまた様々な問題をひき起としてい 重性をもたなくてはならないととを示しているのです。
ます。 教育の分野K沿いてもその例外ではないでしょ く教えることは， 学ぶととである＞とかく学ぶ教師と
う。 教育現場K沿いては， 価値観の 多様化から生ずる そ， 学ばぜる教師である＞などという名言を思い出し ，
各種の問題， 生徒の非行の低年令化， 進学競争の過熱 諸君と共Kとれらの言葉を座右の銘として実践し研究
化など 多くの問題をはらみつつ， 次の世代K向って大 していきたいと念願しています。
き左波動を描きつつ進行しているようK思われます。 終わb k， 卒業生諸君の全員が揃って教壇K立てな
とのq-.vcあって， 若〈， 新しい感覚に生きる諸君がl宇 い現状を思うとき心痛む思いがいたしますが， そのチ
核となってリードしていくととが以前Kも増して求め
られるととでしょう。
諸君一八一人の心Kは， それぞれ個性豊かK描かれ
た人間像， 教師イ象があるに違いあタません。 私自身の
体験から追憶すれば， それは註漢とした夢か幻のよう
なものでありました。 しかし， それは還麿を迎えると
の年令Kなっても， 左b固定化し， 形式化するととの
不可能なものであります。
最近， 西ドイ ツの現代に生きる著名な教育哲学者で，
卒業生に 望 む
ャンスK恵れない人は， 隠忍自重して， 時期が到来す
るまで， 初志を貰徹する気構えを持たれ， とれを自己
試練の糧と心得てく禍を転じて福となす＞ょう重ねて
念願いたします。 必ずや諸君の将来K新しい遥命が拓
け， 発展への芽が出て， さらには＜めでる＞vc価する
伊jかが開発されるととでしょう。
卒業生諸君の健闘を祈りつつ， 重ねて心からくなめ
でとう＞を申し上げます。
経 済 学 部 長 山 崎 佳 夫
諸君の卒業を心からな祝い申し上げます。 諸君の御 しかし， 諸君の学生生活は， 積極的な意味Kないても
父兄もさぞ御満足のことと思います。 消極的な意味K沿いても， 諸君にとって意義があり成
きて， 経済学部を卒業する諸君にとって， 在学ヰの 果があったものと解される。
思い出は様々であろう。 会年聞はある人Kとって短〈， というのは， 第 1 vcよく言われるととだが， 卒業式
他の人にとって長く感じたかもしれない。 ある人の学 を英語でCommencementという。 それは始まり （be一
生生活は， 内容の濃いものであったかもしれない。 他 ginning ） を意味する。 卒業式はひとつの区切bであ
の人の学生生活は， 空虚なものであったかもしれない。 b， 反面ひとつの出発であるからである。 諸君は， 良
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かれ悪しかれ，永い人生の第1 ，章を終えたにすぎない。 人格は仕事のヰで形成されていくといわれる。 とれか
第Z章は第1 章をふまえて作成されるであろう。 第8 ら諸君は，それぞれが置かれる職域Kないて，広〈勉
章は， さらK第1 章なよび第Z章をふまえて作成され
ねばならない。 諸君の過去は戻らないけれども，過去
のことを教訓として，諸君は永い将来K向って先K進
むととができる。 人生の勝敗は，諸君が最後の章を書
き終えた時K判定される。 諸君の輝かしい人生はこれ
からである。
第2 VC， 大学K沿いて諸君K対する評価は，主とし
て学業成績というひとつの基準Kょったということで
ある。 しかも， それすら必ずしも完全とはいえないo
bよそ人聞の評価は， 全体的・包括的でなければなら
ない。 大学では，諸君を全人格的に評価する術をとら
ないのである。 しかし， 諸君がとれからスター卜する
社会Kをける評価Kは， 複数の基準がとられるのでは
ないかと思う。 適性・体力・根性会よび責任感等もま
た重要な評価要素となるのである。 企業では，とれら
個々の評価結果を相互に関連させ， 人格的総合判断を
強すべきであると思う。 外国Kつぎのような金言があ
る。
「人聞には8種類のタイ プがある。 （1）自分から学ぶ
人は賢人である。 （2 ）他人から学ぶ人は才人である。 （3 )
伊jものからも学ばない人は愚かな人である。 」
第8のタイ プの八聞がふえつつあるとすれば， 由々
しい問題である。 また現在の社会K拾いて超人や哲人
は，とれらを期待すべくもない。 われわれは第2 のタ
イ プの人間を目標とすべきであろう。 ともかく一生，
学ぶことを忘れてはならないと思う。
諸君が経済学士の称号を取得されたととは誠K喜ば
しい限bである。 しかし，学歴社会の時代は今や反省
を迫られている。 とすれば， とれからは実力の社会が
訪れるであろう。 社会の現実は内外K拾いて厳しい。
諸君が諸君以外の人々から学ばねばならない事柄は，
極めて 多い。 諸君以外の人々は，すべて諸君の師であ
下すことになるであろう。 諸君の真価が顕現するのは， るという姿勢を保持して頂きたいのである。
とれからである。 最後K，学び舎を巣立つ諸君の健康を 切に祈念し，
そこで，私が諸君に希望するのは，過去はともあれ， 再会・再々会を約して摺筆する。
新たな気持で出発して欲しいという ζとである。 また
開拓者の言葉
クラーク博士はアメリカ のマサテュセツ農科大学の
学長であったが明治 9 年に札幌農学校 の創設の任務を
なび政府の要請で来日した。 在任の期間はわずか一年
であったが， この短い聞に儒教的思想のなかに育って
来た日本の 若い学生達Kキリスト教的禁慾主義と合理
主義の精神を植えつけた。 学校 を去るとき30 キロの長
い道を馬K乗って見送った学生達Kいったm Boys , be 
ambitious I /1 という言葉は大変有名であるが，そ
れKつYいた言栄については殆んど知られていない。
それは 、 not for money or for selfish aggrandi­
zement , not for that evanescent thing材ii ch men 
call fame • Be ambitious for that attainment 
of all that a man ought to be. 11（青年よ大志を抱
け， それは金銭や自分の慾望のためでも，世にいう名
声というはかないものLためでもない， 男としてそう
あらねばならないすべてのことを成し遂げるために大
志を抱け， ）という言葉である。 後に続くとの言葉は
大変重要で，とれがなければクラークの精神を知ると
理 学 部 長 竹 内 豊三郎
とは出来ない。 創設時代の札幌はj京野を一部 切b聞い
た小さい町にすぎなかった。 クラーク博士はアメリカ
の開拓時代を経験して同じ選命にある北海道に来たの
であろう。 当時16名Kすぎなかった第1 回の入学生を
アメリカ のFrontiers - men と同じ使命を持つと思
ったKちがいない。 彼は強い熱意と愛情で厳しい訓練
を学生達K与えている。 彼の精神K感動した学生達は
卒業後に単に農業だけではなく宗教，教育， などの多
方面にわたb明治文化の開拓者として活躍した。
それから 100 年の歳月がたった現在では学問の内容
も大学の形態も大きく変わっている。 また大学の数も
学生の数も比較出来ない程の大きさKなったから大学
K入学した感激も，卒業するときの新しい使命感も，
100 年前に較べると小さくなっているようK思われる。
しかし，クラーク博士の精神は開拓時代の学生Kのみ
必要な言葉ではなく現在でも生きている言葉である。
ケネディが大統領に就任した時の言葉、Asknot叫iat
your country can do for you; a s k油at you can 
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do for your country . /1 （国家が諸君K与え得るも
のを求めるのではなく， 諸君が国家K与え得るものを
求めよ ）もクラーク博士の精神と同じである。 大学を
工学部卒業生のみなさんに
今年も亦， 300 名をとえる学部卒業生と30数名の大
学院修士課程修了生を社会へ送るととKなり， との上
ない喜びであります。 それぞれ本人は勿論のことでし
ょうが，御両親や御家族の皆様方の喜びはさぞかしと
存じます。 昨年前半からの景気の上向きのせいか，就
職状況は大変良好で卒業生諸君の顔も明るく御同慶の
至りであります。 大学卒業生の就職に関しては， この
ととろ年どとK Uターン現象と言うか郷土指向が強く
なっているのが全国的傾向の様である。 工学部の本年
度の求人数を見ると， 学科によってかなりの差はある
が学生数の数倍から十倍近い数である。 勿論いわゆる
一流と言うか有 名企業からヰ・小企業までバラエティK
富んでいるが，一人数社は受けられる数があり一見売
手市場の観がある。 然、し近年の学生諸君の動向は，自
宅から通勤できる就職先を希望するのが実情である。
比較的工業県と言われ県内事業所の 多い本県と言えど
も， 毎年大学卒を採用する企業の数も収容力も小さい。
収容力の大きい大工場もあるが，これらは本社採用が
多〈，どこK配属K左るかわからない。 県内に本社が
ある場合でも，県外配属をはっきタ打出している場合
は学生のほうから敬遠しがちである。 したがって， 県
内にしか事業所を持た左い件小企業となると限られて
来るので狭き門になる傾向が強い。 県外から来ている
学生諸君Kついても同様で， 全国何処へでもと言う気
持はないようであり，自牙の希望する地域K会社が見
当たらない場合は， 家族Kよる郷土企業の堀b起とし
に期待している。 勿論，自分の希望する会社なら全国
何処へでもと言う雄飛型が左いわけではないが，年々
数が減って行く様な気がして残念である。 との様な現
象は恐らく核家族で一人っ子が多いせいであろう。 将
来親の面倒を見なければならないのはやむを得ないと
しても， そばにいなくては， 毎日が淋しいと言うのも
ある。 また今日の社会世相では，どんな突発的な人災
や天災が起きるかも知れないので， 遠く離れる事を親
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卒業しようとするとき， このような開拓者精神を持っ
て世の件K残る必要な何かを仕遂げるよう努力してほ
しいということを伝えてbきたい。
工 学 部 長 大 井 信
も子もいやがるのかも知れない。 不透明な将来K期待
するよbも現 在の小成K安んじる気持もわからんでは
ないが，少し気Kなる傾向である。 然しその様な考え
が極めて独断と偏見K満ちているのかも知れない。 壊
と危険がいっぽいのアスフアノレトジャニ〉グルより，緑
に固まれた， 空気のうまい， 潤いのある郷土を愛する
が故の郷土定住思考かも知れない。
国立大学と言えども地方大学は，その地域社会の産
業，文化，教育その他K密接K関連し，その 発展K大
きな貢献をすべきものと考えている。 その意味では，
卒業生がー・人でも 多く郷土に残るととが望ましい。 地
場産業の振興， 中小企業の技術水準の向上， 生活社会
環境の整備等に大いK活躍してくれれば，その責任の
一端を果たした事Kもなる。 然し， ζの傾向が今後ま
すます増大するものとすれば， 収容力の飛躍的拡大が
必要である。 受け皿っくりK， 産業界も大学も，地域
社会も積極的K努力してもらわねばならない。 卒業生
諸君も後輩のために将来一肌ぬいでもらいたい。
今冬の「56 豪雪」は38年以来と言われたが，県民K
警告と教訓を残した。 富山県だけの被害でも一千億円
をこえたと伝えられる。 産業界でも，工場の除雪は勿
論，国鉄その他の交通機関の乱れから原料，資材など
の搬入，製品の輸送K重大な影響を受け， 生産，流通
活動がまひした様であるO との様なととでは企業の誘
致などなぼつかないどころか， 現在あるものでも逃出
す心配がある。 何とかして， との雪の対策を真剣に考
えねばならない。 とれはー－富山県のみの問題ではない。
北陸三県をヰ心に日本海側諸県の宿命であり，日本全
国としても大きな問題である。 地形， 気象その他の天
然自然条件の改変や制禦は困難であるKしでも， 除雪
消雪の伐術開発， 雪崩その他の雪害対策等は緊急、左問
題である。 県内県外KかLわらず工学部卒業生諸君の
とれらの問題K対する精力的な対応K期待する。
ロロロ昭和56年4月1日退 ・辞職者口口口
。昭和 56年生月1 日限b停年Kよb退職
教育学部 文部教官 教授 坂井誠一
経済学部 文部教官 教授 植村元覚
工 学 部 文部教官 教授 井上 浩
史林街千皇46年
。 昭和 56年生月1 日付辞職
人文・理学部 文部事務官作業員長 増山繁 次郎
教 育 学 部 文音陣務官 作業員長 辻沢弥八郎
工 学 部 文 部技官 営繕工 松丘 健治
教育学部教授 坂 井 誠 一
私は本年 4月1 日付をもって本学を停年退官すると 会って旧懐を叙する機会があb，彼等の社会人として
とになbました。 本学発足当初から在任してなbまし 立派K成長し，それぞれ一 定の役割bを果している姿
たので， ζんKちまで32年， さらに本学に包摂された
旧制富山 高等学校教授の期間をも含めると，実ftL38年
の長きにわたD 本学の御厄介になD ました。 とのあと
何年生きられるかわかbませんが，いわば人生の大半
を本学ですどしたととになbますので， いまとこに本
学を去るK当b， 多少の感慨なきを得ません。
本学では，言うまでもなく，歴史学担当の教官とし
てすどして参bました。 私と歴史学との関わbは，昭
和10年東大文学部国史学科入学以来ですから， 爾来46
年Kわたってとの道を歩み続けてきました。 原始林の
如く無限K続く史林を，思師や先学に導 かれながら，
私なbの小径を見出し，一歩一歩踏み固めてきたつも
K接し，ほのかな喜びにひたる ζともあbます。 ま ζ
とK教育者冥刺というべきでしょうか。
ところで，私が大学教官としてすどした32年間を省
みて，社会の如何なる職業の八よD も自由であった ζ
とに， 最大の慶びを感じます。 とのことは，第三者よ
D みれば， 或いは事実K反すると受けとめられるかも
しれません。 でも私自身にとっては，とのととは真実
そのものです。 史林K踏みとんだ昭和10年から同20年
K至るまでの戦時ヰの体験を想起する時，との、自由 H
の有 難さが身Kしみます。
でも，との 、自由 Hは，真実と正義に裏付けされな
い限b， 永続する ζとは難しいでしょう。 私は本誌の
bですが，いま振b返ってみると，その小径はまこと 26号と29号 K 書いた卒業生を送る言葉のヰで，社会
代細〈曲タくねってなb，時には途絶えがちになって の現状を末法濁世と受けとめたが，との現状認識は，
金bますO 30年Kわたって蓄積した研究成果を踏まえ その後Z～8年の聞にますます強まって参bました。
て，との近年発表し，学界でも一定の評価をうけた 私がもっとも怖れるのは，真理探究の牙城であるべき
「加賀藩改作法の研究」も，研究史の上では正当K位 大学もまた， ζの濁世の外K立ち得左くなるととであ
置付けされながら，新たな視点をもった研究者Kょっ bます。
て，鋭く 切bこまれつつあbます。 まととに厳しい学 本学を去るに当って私の頭を 去来するのは，教育基
聞の世界です。 本法第l条Kいう「真理と正義を愛し」と，同第Z条
私はこのように，研究者としては史林を歩み続けて Kいう「学問の自由を尊重し」という2 点であD ます。
きましたが，いっぽう昭和18年からは，教育者として いまさら改まって教育基本法など持ち出すととは， 唐
旧制高校 と大学K所属してきました。 この方では，あ 突の感を脱かれないとは思いますが，卒直に 現在の感
くまでも誠実K学生諸君K対してきたつもbですが， 懐をとの言葉K托したいと思います。
歴史家としてよD もさらに自信がなく，何程の成果が でも，私は幸福でした。 皆さんのよせられたこれま
あったか全くわかbません。 でも， 時々旧い卒業生に での御交誼を感謝します。 有難う。 さようなら。
定年を迎えて 大学時代の想い出
経済学部教授 植 村 元 覚
定年を迎えて今は長い間大過なく勤めた ζとを有D 伊勢の神宮皇学館大学に勤めたが，戦後マッカ ーサ一
難く思いかつ感謝している。 私は京大をでて間もなく 指令によD 廃止となb， 次いで母校 の旧制富山高校K
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勤めた。 母校の教壇KたつととKは感激を覚えたが，
食糧難のきびしい時で， 校 庭の一部の野菜畑の恩師た
ちの不慣れな農作業の姿Kは胸が痛んだ。
やがて学制改革で富山大学文理学部Kなり， このヰ
に経済学科ができた。旧制高岡 高腐の復活であb， 私
は経済学の教官第l号Kなった。翌年K元 高蔚の教授
が数名着任された。 それが今日の経済学部K充実した
のを見ると感慨無量である。
との間， 私は主K北陸の地場産業を流通論の立場か
ら研究してきた。 その業績は著書類（ 翻訳や編著を含
めて） Z5冊， 論文類 111 編を数える。 一つ一つK思い
出はっきない。ヰでも富山売薬業は， 江戸後期に全国
市場を確保し， 薬の豊富な今日も存続する。との当時
の「多国籍企業Jの成立の原因を究明してきたが， そ
れは経営の比類なき巧みさKあb， 恰もフランス17世
紀のジヤック・サパリーの名著「完全な商人」の経営
の理想型K当たると規定できるようになった。 ��業の
原点をもっともいえる。 高岡の銅器も嘱波の麻問屋も
興味ある問題をもっている。
きて平凡な教員生活のヰで強く印象K残るととは3
つある。第1 は， 昭和30年わが国で最初K経営史の講
義科目を本学K設け， 講義をしたことであり， 学問の
パイ オニア的気分を教壇で味わった。 とのととを ハ－
fード大学のグラース教授K報告したら， 喜びの手紙
を下さb， 日本Kなける富大の学問の発展を励まされ
た。 後年ハーパートマ亡行ったときも後任のラーソン教
授がミネソタから私を訪れてとられたととも懐しい。
ことを中心K散在する行街人左ど小資本家の経営記録
1 , 000 点をゼロックスにして集めてきた。 世界の代表
的な行蔚人は二つあり， 一つはヤンキー－とよばれ， との
コネテカ ットからフロンティアの農家K薬や日用品を
行商し， 開拓前線の確保K役立った。他は富山売薬人
である。 との比較研究を今後進めたい。
第2 は図書館長の時である。 東大， 名大， 阪大の館
長は旧知のヰであり， 国立大学図書館協議会の役員K
された。 役員は新制大学では私独りであった。 情報処
理の問題や岸本賞の選考等が主左任務であった。 しば
しば熱っぽいがスマー ト 左区切りのよい会議がもたれ
た。 岸本賞の受賞者は小規模の大学K少ないので， 私
は努力賞を加えるととを提案したが， 投票の結果は破
れ， 新制大学には惜しいととであった。 との間よく図
書館 や情報処理を勉強した。 任期後． 協議会長から
役員としての尽力K対し感謝状を受けた。 私が感謝状
を貰うなどというととは一生K唯一回のととであろう。
第 3はも？年秋Kヰ日新聞社からシベリア経済調査団
の団長として同地を回った時である。 ノポシピリスク
のソ連科学アカ デミ一副所長でシベリア闘発計画担当
のオゾロフ博士を訪ねたb， 各地の大学や施設をまわ
った。 イ ルクーツク商科大学では教授たちと地域開発
や学生の勉学態度Kついて話しあった。 最後K ハノミロ
フスクで放送局からシベリアの感想を求められた。 大
学の印象やシベリアの開発， 日ソ貿易問題を話した。
深夜K英訳をそえて海外放送もされた。 との体制の違
う異国での放送も忘れ難い。
最後K， 私の研究は流通論の理論よbも実践的であ
b， 地域社会と関係が深い。 通産省， 建設省やヰ部開
発センターまた県や市町の牛小企業の問題や総合開発
計画の会議K， たびたび出席し， 多くの友人ができた
のも楽しいととであった。
いま振b返ってみると， 大学教官として精一杯の研
究と教育K従事できた ζと， またよきJ恩師， 同僚， 友
人や学生に恵まれた事を改めて感謝したい。 最近の宮
本又次先生からの 「年をとると案外勉強ができます」
の手紙は， 私Kはとの上なく尊lρ励みである。
思 しミ
出
工学 部教 授 井 上 浩
富山大学vr:ao年の長きK亘り勤務して昔を偲ぶと新
制大学発足当時の第l回卒業生からその童顔が浮んで
来る。 それらの人々のアルバムも手元の本棚にあるO
との思い出は別として， その横K並ぶ数冊の本Kも
懐かしい思い出があるので， との本のささやか左思い
出を緩b， 退官Kあたっての感想依頼K対する責を果
たしたいと思う。
岡田幸雄先生の研究室にないて， 回路綱の接続にト
ポロジーを応用する研究と， 非線型回路の研究がなと
なわれようとし， 文献調査の段階で， カ ウア原著の
「F波回路」を訳するととK左b， 一部分担のすすめ
を載いた。 F波器の特性をチェピシェフ近似したとき
K生ずるノミラメータを求めたもので， 楕円関数など勉
強Kなったが， とれは共訳としてコロナ社から出版さ
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れた。 電々の通研で研究資料Kされた由であb， 叉原本阿茶
翻訳許可依頼に対する原著者の返事として， 現在600 訳され， 日本では英訳の方を知って居られる万が多い。
頁の交流回路なる本を著作ヰであるとして， 朱筆の入 岡村進先生はダール原著の「演算算法と演算子法」
った校 正刷を送って戴いて感激した思い 出があるO が簡にして要をえた本として推奨され， 訳されていた
あとで 出版された交流回路の本は手K入ったが， 今 が停途健康を害されてそのままとなって居られた。 佐
との本の表紙を見ると小さい紙がはってあり， 図書名， 野ライ ンの佐野鉄太郎先生よタ勉強のためとなすすめ
許可者 印とあb下K朱肉の印が押されている。 これは があb， 残bを訳し， コロナ 社から出版して戴いた。
応召ヰ送られて来た品のヰK誤つで混入したもので所 永井健三先生が終戦後学術振興会で99/J、委員会 （ 同
持品検査の時の用心のために所持許可をとった名残b 期の研究）を主催され， その仕事の中K非線型回路の
である。 佐渡相川の思い 出であるO 研究をも含められた。 図書出版費をえて， 「同期の研
とのr iF波回路」の訳本はいつの間Kか紛失したが， 究」としてまとめられ，丸善K Kよタ 出版された。
目立製作所勝目工場で，とれを見つけたとして卒業生 とのように数冊の本は今KもバラバラKなbそうで
の辻省吾君がコピーをとb送ってくれた。 あるけれども，とのよう左恩師，先輩の勉学への励ま
もう一つの非線型回路の文献としては，東北大理， しとして，我が支となb力となって来た。 現在K至つ
数の儀坂仲明先生よb「非線型力学の新方法」 （ クリ て今は， 後に続く人々を励ます年令K至っている。 新
ロフ， ボゴリゥポッフ共著 ）を借用し，少しあとで， 制大学の発足当時とくらべて比較にならない程，研究
九州大学理， 北川敏男先生より「非線型力学入門J なb， 勉学なりが行い易くなっているので， 将来は大
（ 向上共著 ）を借用するととが 出来た。 何分初めての きく伸びるであろうし， 又発展を期待してやまない。
露文なので大分苦労した思い 出がある。 後者はあとで
新 任
。神川 康子 講 師（ 教育学部） 55. 11. 1 
陥52. 3 奈良女子大学大学院家政学研究科修士
課程修了
担当：家庭管理
。小倉 利丸 講 師 （ 経営短期大学部 ） 55. 4. 1 
昭55. 3 東京大学大学院経済学研究科博士課程
単位取得退学
担当：経済学
1 0年ぶりの故郷
教 官
。寺西千代子 助 手 （ 経営短期大学部 ） 55. 4. 1 
昭55. 3 大阪市立大学大学院経営学研究科後期
博士課程退学
担当：経営学
。芳賀 健一 講 師（ 経営短期大学部 ） 55. 9. 16 
昭52. 3 東北大学大学院経済学研究科博士課程
単位取得退学
担当：金融論
かみ かわ
教育学部講師 神 川 康 子
高校 卒業後， 故郷富山を離れ， 奈良で約10年の学生 そうになるとき，いつも ζの諺を思い浮べます。 しか
時代を過したあとK， こうして， 思いがけず故郷の大 し， 現代のようK， 固まぐるしい社会では， 8年なん
学で仕事ができるようKなったととは， 私にとって， て， あっという聞に過ぎてしまうようです。 8年位で
本当に夢のようです。 しかも，附属の小・4学校の時 諦めて，転職したり， 離婚をしたb， 別の人生をと，
K， 憧れをもち， 幼左心K将来の夢をもっ 切っ掛けと あっさb方向転換をしてしまう話を時どき耳にします。
なった教生先生・・・・その先生を目指す教育学部の学生 ある女性の転職雑誌の売れ行きが目覚ましいというこ
の方がたと とれからは共に勉強や研究ができるのか とでも，どうやら， さっさと， 潔く， 見 切をつける人
と思うと， 奈良での長い学生生活や， 主婦兼業として 生が推奨される傾向もあるようです。 しかし とんな
は忙しすぎた， 研究生活と 掛持ち講師の両立も， 全 時だからとそ， じっくり腰を据えて将来を見極めてい
て無駄ではなかったんだなという気持Kなってきます。 かなければならないのではないでしょうか。 私は，い
「石の上にも3 年」という諺があbます。 私は挫け ま， 戸惑いながらの道ではあったけれど， ふり返えっ
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てみて， 石の上にも10年だなと，思、いな孝子す ζとKし
ました。 仕事でも，研究でも， 人間関係でも，10年努
現在， 学生である皆さんは， ななさらのとと，とれ
からが，一番充実した10年を期待できる時だと思いま
力すれば，いくらかは確かなものKなるだろう・・・・と。 すO どうか， 永い目で自分の人生を見つめて，努力を
限bがあるとは言え，一生懸命生きれば長い人生ですO 惜しまないでください0 i>＂＇互いKがんばbましょう。
10年単位の努力をしても惜しくはないでしょう。 10年ぶりK故郷K帰えb， 少しだけ， 人生K落着き
私は， いま，不安K満ちた駆出し講師ですが， 10年 をみつけた， 今日との頃の私の心境です。
経ったら，少しは先生らしく自信もつくだろうかと， とん左私の思いがけない帰郷のせいでしょうか・・・・
自分を励まして，努力するととKしました。 との冬は， 大変な大雪でした。 2月14日記
新任の挨拶
昨 年11月K，とちらK転居してきて2 か月余bが経
ち，漸く大学内部や市内の情況など大方の見当が附く
ようK左bました。 それKしでも，この聞の環境・心
境の変化は相当のものだったと実感しています。 とい
うのも，一つには， 神奈川県の湘南地方で生まれて育
ち，後K横浜K移bましたが，とれまで一度も神奈川
県外K住んだととがなく，とちらに来たのが県外K出
た最初の体，験だったというとと，それも，色々な事情
から，約2週間という短期間に移らねばならなかった
教 養 部 講 師 八 木 保 夫
bます。
ととろで，富山という土地柄から受けた印象は， 前
方は，ばい貝・あま海老・ずわい蟹等，独特の海の幸
を産み出す日本海，背後は，我国屈指の雄大な山容を
持つ立山に固まれ， 厳しくも風情溢れる冬の雪，その
雪解け後にやって来る素晴しい春，など四季の変化K
富む風土，といったものですが，このような土地柄が，
地元の人々Kどのような心理的・精神的影響を与えて
いるか， そして地域の社会的・行政的・政治的機構，
ととなどがあり， ζれに加えて，移転直後の18年ぶり 作用Kどのような特徴をもたらしているかが，非常K
の豪雪の襲来， といった工合で，いわば double sho ck 興味のあるととろです。 専攻する法律学の観点からは，
左らぬtriple shockという状態の下vc:jo＂＞かれたから 差当たb，とうした身近な問題意識を法学的K考察す
です。 るととろから始めて，徐々K諸外固にまで範囲を広げ，
そうは言っても，人間の精神的・思想的基盤は，ど 特K A. V. Diceぁ H. W. R. Wade , J. F. Garner 
とであろうとそれ程変わるはずのないもの， 諸先生方 等の法思想、の書物を渉猟し， 古典をひもとくとととし
や職員の方々とは， ζれまでと同様「誠あると ζろ信
あD 」を信条vc' :jo－.附合をさせて頂きたいと思ってb
太閤山からの眺望
富山K引越してから l年Kなる。 都会育ちの私にと
っては豊かな自然、と新鮮な食べ物は得難い貴重なもの
に思われる。 太閤山の近くから呉羽にかけて一直線K
のびるサイ クリングロードからの立山連峰の景観の雄
大さは，見飽きるととがない。
反面，富山の 1 年間の生活は， 富山という＜地方＞
都市が， 多分K 高度成長の歪みを増幅させているので
はないかという実感をもたざるをえなかった。 太閤山
団地というのはそのいい例だろう。 この団地は私の様
な自転者利用者，歩行者Kは「陸の孤島J vc等しい。
元来街品経済の発達は市場の拡大を招き，市場の拡
たいと思います。 学生諸君と共K歩むととを忘れずK
。
経営短期大学部講師 小 倉 利 丸
大はく地域＞の自立性を奪い，＜地域＞を近代国家の
枠組K統合してゆく。 この近代化を背後で支えたのが
交通機関の発展だったといえる。 そして生産一流通を
貫くテクノロジーの巨大化と再生産空間の拡散は，管
理システムの強大化を招く。 戦後の高度成長は， 解体
された＜地域＞に替って， モータリゼーショνを前提
とした人工的な＜区域＞（ ベッドタウンとかニュータ
ウン等々）を族生させた。 との＜区域＞は，その内で
の行動を基本とする歩行者Kとっては，生活空間とし
てのまとまりを欠く不便なものでしかない。 人聞の行
動空間ではなく自動車の行動空間が，生活空間の基準
- 8 -
となってしまうのである。 太閤山団地とはまさKとの が， 景観としてのそれにとどまり， 生活の豊かさに必
高度成長の象徴の様K思われる。 富山の自然の豊かさ ずしも結びついていないのは， 残念なととである。
新 任 雑 感
経営短期大学部講師 芳 賀 健 一
昨年の9 月下匂K仙台から富山K移ってきた。 まだ の短期大学部の何たるかは皆目見当がつかなかった。
5 か月しかたっていない。 とれまでの僕の生活の大半 着任早々の富山の第一印象は， 静かな， のんびタした
は， いわば黒板K向かつて費やされてきたようなもの 町だというものだったが， 半年ちかく暮らしてみても，
だが， 富大にきてはじめて黒板を背Kして過どすとと との月並な印象を変えたくなるような目Kあっていな
Kなった。 黒板を軸にしたとの位置の反転は大きい。 lハ。 短大Kついては， まず小雨降るなかでのにぎやか
けれど， セータ－re Gパ ンという外見は学生時代とい な短大祭が記憶に新しい。 しかし何よbもうれしかつ
っとうK変わっていないから， 年長者もまじる短大生 たのは， 半期の特殊講義をつうじて，熱心な学生の存
のなかでは， 教師として目立つととはほとんどないよ 在を知ったととであった。 今年はゼミをもたなかった
う払 ので，学生との接触は比較的少なかったとはいえ， 来
富大への就職がきまったとき， 教師稼業については 年度も短大生にたいするとの判断が変わるととはない
多少の想像力が働いたものの， 北陸での生活や， 夜間 と思っている。
雑 感
経営短期大学部助 手 寺 西 千代子
私が大阪から富山K来て， との四月で一年になる。 てしまったような寂しさと， 自然、のままそっとしてな
とのどろでは富山弁のアクセントにも慣れ， 影響をう きたいような気持ちKさせ られるO 北陸特有の曇bが
けやすい私としては会話のヰK富山弁が時々登場する ちの日が続いたあとK， 雪K訟がわれた立山連峰が青
ζともある。 人をよけなければ歩くととのできない都 空Kくっきタと浮かんだ姿は， 何ともいえずすばらし
会の雑踏から逃がれ， との一年間はある意味で安堵感 い。 とれが， 毎日晴天続きであったらどうであろうかo
kつつまれた生活を送るととができた。 その件でもと 多分とのような感動はなとらないであろう。 北陸の気
ぐに安らぎを与えて〈れたのは，やはり立山連峰のす 候の件でとそ立山は最も美しいのではないだろうか。
ばらしい眺めであったろう。 四季なbなり，見るたび 昨年は立山と薬師岳の頂きK立つととができた。 今
に新鮮な感動があるが， 私が好きなのは雪K長bわれ 年は，冬でもその岩肌をみせ， 山の厳しさが伝わって
た山々である。 夏Kは観光客で満員Kなる立山も，冬 ぐるような気のする剣岳K是非登りたいと思っているO
Kはその威厳とでも言bうか， 人を近づけさせなく左 立山連峰の件で私が最も好きな山K。
る。 そん左山を見ると， 手Kとどかないととろにいっ
アメリカから富山大学に留学して
国費外国人留学生（ 研究留学生）（理学部生物学科） ｝ルfare Lamphier 
去年の三月文部省の奨学金で富山大学K留学すると 組を夢ヰKなって聞いたととは， 今とても懐しい思い
とKなった一週間後， N H K国際短波放送を夜中の二 出Kなった。 十月に自分の目で初めて見た富山の印象
時頃聞いたことがあった。 放送ヰで富山地方が紹介さ は大分頭のヰのイメージと違ったのは当然だが，一月
れた。 先ず，魚船から伝えられる海上の寒風の音， 早 に入ってやっと私の想像通bの富山Kなった。 東京で
朝K働く魚民の叫び声， 次K農作業ヰのなばあさんの 正月を過して戻ったら富山が真っ白い雪の ・ー面K塗ら
富山弁混じbの話などと， 色々と富山県の様子が描か れ， 全く夢のように一変していた。 以来近年Kない豪
れた。 丑満時K地球の反対側から伝わって来たとの番 雪K苦しめられた富山の人々Kは済まないが， 私Kは
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自然の威力をよく感じた 思い 出深い冬であった。
私はBoston 市の出身で， I ndiana州のEarlham
大学という， 学生乎人位の小さな大学を卒業した。私
の大学は日本との関係が昔から深く， 日本通の教授，
日本人留学生， 日本育ち米入学生などが 多く，日本語
を頻繁K耳にするし，日本の新聞，雑誌も図書館K揃
えであるo との環境のヰで生物学を専攻しながら日本
語の学習もできた。二年生の時，早稲田大学国際学部
K留学したが，授業は全部英語なのでそれ程留学とい
う事にはなら左かった。今度富山大学で日本語で勉強
できるのでとてもいい経験Kなった。現在，研究生と
して理学部の小林貞作先生の下で遺伝学の研究と物理
学の授業で頑張っている。
四ヶ月富山大学で過どした感想として長所も色々あ
るが， 一つだけ短所を挙げれば日本の大学はアメリカ
昭和55年度 教員養成課程
K比べてかなb官僚的な気がする。とれは特K大学の
図書館K感じた ζとがある。 貸 出しの尉聞や冊数等限
られているし， 本の大部分が学生の自に見えない所K
仕舞つである等，少し閉鎖的と言えるだろう。との前
の学園ニュ ースK二神先生がよく論説なさったと思う
が， 大学の図書館は学生K親しみのある， 使いやすい，
親 切な所であるべきで， 大学教育K重要な役を果す施
設K違いない。
最近，春の到来を灰めかすようなやや暖かい風がキ
ャンパスK流れ込んで来た。大学メインストリートK
並んでいるユリの木の花盛bと，山への採集を楽しみ
Kしている。とれからも，富山大学K留学した ζの折
角の機会を利用して， 日本語を学び， 北陸の旅をし，
思い 出深い経験になるように努力したいと思う。
合宿研修を終えて
1箇山実行委員長 坂本博昭：鹿島荘実行委員長 松下昇司
わが教育学部は， 去る10月20, 21日の両自にわたb 一泊二日という日程のため， 参加者にとってはとて
合宿研修を実施しました。今回は， 五箇山青少年旅行 も慌しかったのではなかったかと思いますが， 今まで
村と能登の鹿島荘K分れて実行されました。 交流の少なかった同朋との会話や活動はいろんな面で
五箇山の方は， 『教官と学生， 学生聞の親睦を計る』 参考Kなったのではないでしょうか。
という目標だったのですが， 教育実習からの解放とい 鹿島荘では， この合宿を教育実習の反省会から実習
う意味合いが強くなった様K感じました。一日目， 出 の骨休め，つまり，リクレーション的要素の強いもの
発当初K心配されていた雨も上がb 各コースK分れ Kしようという ζとで企画されていきました。初日は，
て活動しました。 ハイキング， 社会学習， 陶芸， 民謡 2 時間l単位とする言t4時間の間， 水泳， たと作.b ' 
講習，写生の 5 コースがあったのですが， 皆それぞれ
精一杯K活動していた様K見受けられました。ヰでも
陶芸は，時間を惜んで， 一陶芸家になった様K作品の
制作K打ちこんでいたのが印象的でした。
夕食は初の試みである野外炊飯を実行しました。 各
班によって料理の味Kは差異はあったものの，充実感
には差異がなかった様でした。
夜は恒例のキャンプファイヤ ーを行いました。各班
の趣向を凝らした 出し物で例年Kなく盛り上がbまし
た。
二日目は， 初日のリクレーション的傾向からがらD
と様相を変え，討論会を行いました。内容は教育的な
ものだけK止まらないようKと思いましたが， やはb
教育実習の反省や最近の教育K関するものが中心とな
ったようでした。 そして，時間的制約があったKもか
かわらず， 各グループの話し合いが充実していたよう
吃思われました。
グーム， 写生のもつのグループK分かれて活動しまし
た。夜は， 恒例のキャンプファイヤー，また初の試み
である肝試し，そして班どとのアトラクションを含む
交歓会など敏 多くの楽しい催物が消化されました。
二日目は， ガラッと様相を変え，教育K関しての内
容で， 班どとの討論会が行われました。
最後K，その報告会， 教官，学生，実行委員の拶挨
という手順で合宿の幕は降ろされました。
「こんな楽しい合宿なら， 度々あっても良い。」と皆
口々にもらし， 本当K楽しくて有意義な合宿であった
ようですo
例年， 教育実習の反省会的傾向の強かったとの合宿
研修を，今回の様K二分化し， 学生の自主的計画性を
重視 した点それ自身Kはまだいろんな反省点はあるに
しても有意義であったようK感じられました。来年度
は今回の反省点や長所を以D入れて， もっとすばらし
く有意義な合宿研修Kしてほしいと思います。
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＝＝＝ 学 部 だ よ り （教育学部助 教授 山地啓司）
く〉人文学部だより
。和崎洋一教授『スワヒリ語一日本語辞典』
刊行される
く〉スキー講習会について
本年度のスキー講習会は， 去る1 月 7日から13 日ま
での1 週間にわたb，白銀招〈志賀高原フ・ナ平スキー
場をヰ心として行われた。
書名は＂KAMUSI YA KI SWAHILI→CIJAP.ANI � 特に今年は豪雪のため実施が危ぶまれる点もあった
人類学のフィールドワークを通してスワヒリの世界K が，無事終了することができました。
住む著者の，スワヒリ語（ 東アフリカ ・タンザニヤの とれはひとえに指導教官並びに体育会の諸君の尽力
共通語）の紹介をかねた，活きた辞典。 約12, 000 語 Kよるものと深く感謝いたします。
収載。 表紙見返しK著書のスクッテがある。 文部省科 く〉スキー講習会に参加して
学研究費刊行助 成金による 出版。 養 徳 社干IJo15, 000円
。矢沢英一助教授『「三人姉妹」演出ノート』
〈ゲオールギイ・トフストノーゴフ著〉を翻
訳刊行される
金班 経済8年 中西 裕美
今年は例年にない大雪で，富山大学恒例のスキー講
習会も講習場である志賀高原K無事到着できるのだろ
うかと去年まではなかった心配があタました。 国鉄，
ポリショイ ・ドラマ劇場の演 出家である著者の， パスの都合で参加できない人も一割前後いたようでし
「三人姉妹」の舞台稽古田記と，演 出論「古典と時代 た。 ただ 出発の日の朝， 降b続いていた雪の 切れ間K
感覚」からなるO 訳者の付けられた副題「テェーホフ ちょっと顔を 出した太陽を見て，いい予感を感じつつ
演劇の今日性J V'Lよb，翻訳の意図は明瞭である。 白 志賀高原K向かうパスK乗り込みました。
馬書房干IJo 1, 500円。 予定よbも大幅K遅れて宿泊所K着きましたが，今
まで敵であった雪もととでは仲間であb， 雪不足の去学生部だより 年と違って絶好のコンディションです。 到着した次の
く〉体育系サークルリーダー研修会について 日は久しぶbの快晴で，青空の下でスキー講習が始ま
本年度の研修会は，金沢大学辰口共同研修センタ－ bました。 な互いに面識がないととから来る緊張と，
を会場として実施され， 多数のサークノレ学生が参加し スキー上達への期待がからみ合って初日は興奮気味で
た。 今回は，天候Kも恵まれ2泊3 日の間，和気あい したが， 夕食後 出来たての班のメンバーと先生との間
あいのう ちKも活発な意見交換がなされ，研修会も盛 で自己紹介などもあb少しずつ雰囲気が打解けて来ま
会K終了するととができました。 した。 二日目も前自に引続き快晴で，もう二目前まで
。実施概要 の雪，雪の天気はすっかり忘れ，慣れも手伝って余裕
期 日 昭和 5 5年1 1月22日住〉～24日（月）〔z泊 8日〕が 出て来ると回bの景色がようやく目K入るようにな
場 所 石川県能美郡辰口町旭台 bました。 標高の高い西館山へリフトで登っている時
金沢大学辰口共同研修センター にふと空を見上げると， 今まで見たこともない色をし
研修生 体育会役員及び運動部リーダーの学生約80名 た空が目K入b， 思わず「わー」と叫んでしまいまし
指導助 言者 学生部長 教 授 岩澗j富治 た。 コバルトブルーとか青色とかという濃さではなく
教育学部 II 田中 久雄 群青色というか紺色というか，まるで陽が沈んだ後，
II 助 教授 ヰ川 孝 だんだん閣が迫って来て， 夕焼けの明るさが全くなく
II II 山下 三郎 なった時の空の 色のようでした。 西館山からの眺めも
II II 横山 泰行 すばらしく，雪を被った白馬連峰を眼下K，華麗にと
教 養 部 教 授 有沢 一男 はいきませんが伊jとか滑って下bられるのは気持 ちの
II II 稲垣 保彦 よいもので，滑b下bた後，下から滑って来た山を見
研究項目 上げて空が近いとの大きな山をエンジンのついた車な
1. クラブ活動の目的・意義について んか使わずスキーだけで滑ってきたのかと一人で感激
2. クラブ活動になけるリーダーはどうあるべきか したbもしました。
3. クラブのかかえている問題点について
講 演 H科学的トレーニング方法μ
8日目ともなるとそれぞれのメンバーの滑b万Kも
差が 出始めます。 メンバーの一人はスランプの状態で，
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とのスランプは私が去年陥ったものと同じでした。 滑
走の絶体量の不足からくるもので， 頭ではわかってい
ても体が思うとなb k動いてくれないというものです。
自分はもうこれ以上上手Kなれないのではないか，先
生も 先輩もいろいろ注意して下さるが私のとの不安な
気持はわからないだろうと悪い方KばかD 考えていま
した。 シーズンオフの後， 今年K入って滑ってみると，
去年スランプK陥bながらも伊j日も滑ったせいか，あ
れだけ恐しく感じてころんでばかbいた斜面K対して，
どう滑ったらいいか体が少し分ってくれたようで 出口
が見えた思いがしました。 8日目の夜，先生が班の l
人 l人Kついて注意をして下さった時，とのととを話
しスランプに陥っている人の気持がよくわかると言う
と，先生は「みんなわかるんだよ。誰もが一度は通る
んだよUと言って下さいましたが， その時，「みん左
対して親近感が湧いて来たのでした。
全 日目， 5 日目はひどい吹雪Kなb， 膝以上の新雪
K埋まって滑ったb， 吹き上げてくる雪や ガスで 5 メ
ートル先が見えなかったりという雪山のきびしい自然、
条件の下での講習でしたが， 講習が終わり， 大きいス
トーブの回bで暖まbながら自分の班や他の班の人達
と話していると，フッとそれまでの緊張が緩んで疲れ
も飛んでいく感じでした。
スキーは一度始めたらやめられないと言われました
が， との講習会をきっかけKしてますますスキ－�取
bっかれてしまったようです。
く〉学生証の査証について
1, 2, 8年次生は， 各学部の学務係（教養部にな
いては学生係）で， 昭和 56年度の査証を行いますので
必ず受けてください。
もそうだったのか， 同じなんだなあdと急Kスキ－� な金， 査証を受けない学生証は無効となタます。
。昭和 5 6 年度 富山大学入学志願者数調
学 部 学 科 ・ 課 程
人 文 づ，».ら一 科
人文学部 三日ロ五 て，以同r回 文 そ戸ふ子＆， 科
言T
小学校教員養成課程
ヰ 学校教員養成課程
教育学部 養護学校教員養成課程
幼稚園 教員養成課程
言T
経 済 づ，..，，.一， 科
経済学部 経 営 で舟f: 科経 営 法 づ，..，，.」， 科
言T
数 づ，，.，，ー， 科
物 理 ヴ，..，，ー.， 科
理学 部 イヒ
マA担ー， 科
生 物 ヴA以，ー 科
地 球 科 寸，».らー 手ヰ
言T
電 気 工 戸4テ出宅 科
工 業 化 づAι」， 手ヰ
／立＼ 属 工 弓ρ＂＂」， 手ヰ
工学 部 機 械 工 学 科生 産 機械工 学 科
イヒ て� 工 $ 手ヰ
電 子 工 寸戸且一宅 科
言T
メロ::... 言T
く〉学園ニュース編集委員
学生部長 教授 岩淵富治
経済学部 II 棚田良平
教 養 部 II 奥貫晴弘
昭 和 5 5 年 度 昭 和 56年度 備 考募集人員 志願者数 倍率 募集人員
80 316 3.9 5 90 
80 219 2.7 4 80 
160 53 5 3.34 17 0 
14 0 302 2.16 140 
50 146 2.92 50 
20 11 5 5.7 5 20 
30 11 0 3.6 7 30 
240 673 2.80 240 
120 29 5 2白6 120 
120 480 4.00 120 
60 130 2.17 60 
300 90 5  3.02 300 
40 104 2.60 40 
40 7 5  1.88 40 
会O 70 1.7 5 40 
30 56 1.8 7 30 
30 5 7 1.9 0 30 
180 362 2.01 18 0 
50 133 2.66 50 
4 5  238 5.29 4 5  
40 213 5.32 40 
50 14 5 2.90 50 
40 134 3.3 5 40 
40 127 3.17 40 
40 1 5 5 3.88 40 
30 5 l,14 5 3.7 5 30 5 
l.18 5 3,6 20 3.0 5 1,19 5 
人文学部 教授 山口 博
理 学 部 II 松本賢一
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志願者数 倍率
316 3.5 ( 5 6 年度10 名増募
148 1.9 
464 2.7 
293 2.1 
133 2.7 
66 3.3 
14 5 4.8 
637 2.7 
260 2.2 
360 3.0 
120 2.0 
740 2.5 
96 2.4 
69 1.7 
82 2.1 
7 5  2.5 
78 2.6 
400 2.2 
93 1.9 
1 58 3.5 
136 3.4 
104 2.1 
133 3.3 
92 2.3 
64 1.6 
780 2.6 
3 ,021 2.5 
教育学部 教授 大塚恵一
工 学 部 ,,. 市村昭二
